
































































































 2011年 9月 3日第一回食品ロス削減シンポジウム 



































































































 2011年 2月 19日 「あしたのまち・くらしづくり活
動賞」に於いて振興奨励賞受賞 
 2013年 1月 20日「ひろしまNPO大賞」受賞 




















 わが国の今後の FB活動の方向性として、多くの FBが
ミッションの一つとして地域活性に取り組むことを強く
望む。 
 
【今後の課題】 
 食品ロスの削減と共に地域活性化を展望することは、
息の長い活動が必要となる。今後の課題として以下のよ
うなことが考えられる。 
 効果評価を判定する指標の必要性 
 FB同士のネットワークの必要性 
 行政への働きかけをどこにどうするか 
 社会の方向性はどうあるべきか 
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